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（単位：千円、％）

使
途

事業内容
前年
度比

計 675,480 計 842,840 80.1

国 311,730 国 409,110 76.2

[間伐面積目標：2,500ha] 税 363,750 税 433,730 83.9

[集約化目標面積：450ｈａ]

市町村が行う長野県森林づくり指針に掲げる施策の趣旨に
即したきめ細かな森林づくりの取組を支援

130,000 130,000 100.0

継
市町村等が森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る
上で、土地等の取得が必要となった場合の取得経費等を支
援

5.4

計 812,680 計 1,004,840 80.9

国 311,730 国 409,110 76.2

税 500,950 税 595,730 84.1

[搬出材積目標：4,200m3]

継
里山の森林資源を供給から消費まで地域が一体となって
様々な用途に利活用する先進的な取組を支援
　　　　　　　　　　                [モデル地域への支援：５地域]

12,500 20,000 62.5

拡
信州フォレストコンダクターが各地域の林業・木材産業を経
営感覚を持ちながら総合的な視野で指揮しするための活動
基盤づくりの取組を支援

1,158 4,581 25.3

継
第三者機関による森林税活用事業の成果の検証、各種広
報媒体を活用した森林税の広報・普及啓発活動を実施

9,017 9,251 97.5

継
荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社
会貢献活動を誘発し、森林整備と交流を通じた新しい森林
づくりと地域活性化を促進

1,240 1,240 100.0

継
森林の里親促進事業により環境先進企業等が整備した森
林のCO2吸収量を、委員会が審査して認証

434 433 100.2

継
県産材住宅の施主や事務所・店舗を木質化した企業等に
対し、県産材利用によるCO2固定量を、委員会が審査して
認証

552 503 109.7

継
県産材等を利用して県民が参加しながら木や森林について
学習する「木育」活動を推進

10,236 9,860 103.8

継

林業技術等を有する林業研究グループ等が地域に働きか
け、技術指導や安全教育等を実施する中で、里山資源の
利活用の推進と継続的に里山資源を活用した活動ができる
地域づくりの取組を支援

3,000 3,000 100.0

小
計

24,479 24,287 100.8

計 865,517 計 1,067,708 81.1

国 311,730 国 409,110 76.2

税 553,787 税 658,598 84.1

534,735 536,596 99.7

124,835 124,517 100.3

79 278 28.4

659,649 661,391 99.7

109,929 107,136 102.6

769,578 768,527 100.1

215,791 109,929 196.3当年度末の基金残高

73.5

3

小
計

28,358 38,581

2

法人県民税

利子・寄付金

信州フォレストコンダクター
活動支援事業

間伐材の利活用等による
継続的な森林づくりの推進

税収等小計

森林(もり)の里親促進事業

個人県民税

木育推進事業

みんなで支える
森林づくり推進事業

前年度からの基金残高

里山と人との絆づくりを
進める取組の支援

合             計

信州の木活用
モデル地域支援事業

森林づくり
県民税基金

繰入額

合計

里山活用推進リーダー育成事
業

地球温暖化防止
吸収源対策推進事業

地球温暖化防止
木材利用普及啓発事業

平成28年度　長野県森林づくり県民税活用事業の体系

1

小
計

水源林公有林化
支援事業

継

継

(10,800)

平成27年度
当初予算

事業名

みんなで支える
里山整備事業(間伐経費分）

平成28年度
予算額

(579)

森林づくり推進支援金

求められる機能に応じた
里山等の森林づくりの推進

小規模・分散的な手入れの遅れた集落周辺の里山の森林
を中心に、間伐を面的に推進

継
地域で進める
里山集約化事業

地域が主体となった里山整備計画の樹立、森林整備や間
伐材搬出に係る森林所有者の同意を得る活動等を支援

継
みんなで支える
里山整備事業（搬出経費分）

本事業による間伐材が県内で加工・消費が可能な場合、山
土場までの搬出集積を支援 14,700

7,200 32,000 22.5

14,000 105.0



H28予算額 ８  月  末

[ 森林税基金分 ] 進　捗　率
（千円） （％）

675,480
[ 363,750 ]

7,200
[ 7,200 ]

130,000
[ 130,000 ]

579
[ 579 ]

14,700
[ 14,700 ]

12,500
[ 12,500 ]

1,158
[ 1,158 ]

9,017
[ 9,017 ]

4,679
[ 4,679 ]

4,338
[ 4,338 ]

1,240
[ 1,240 ]

434
[ 434 ]

552
[ 552 ]

10,236
[ 10,236 ]

3,000
[ 3,000 ]

865,517
[ 553,787 ]

長野県森林づくり県民税活用事業
（みんなで支える森林づくり事業）

平成２８年度　事業進捗状況 （８月末見込）

進捗に関するコメント事　　　　業　　　　名
資料
Ｎo.

順調に進んでいます。（第２回申請分
（６月30日期限）までは内報済み。第
３回申請分（８月20日期限）は内報準
備中。）

27%1-①
みんなで支える里山整備事業
【間伐支援】

10%
３箇所の計画承認済み。うち２箇所に
ついて交付決定済みで事業を実施中。
その他の箇所の計画書作成については
調整中。

里山活用推進リーダー育成事業

計 13事業

3-⑥

3-②

地球温暖化防止吸収源対策推進
事業

森林(もり)の里親促進事業

15%

順調に進んでいます。（計画の
約半量の面積で計画承認済み）1-②

森林づくり推進支援金1-③

23%地域で進める里山集約化事業

順調に進んでいます。（市町村
への交付決定が約６割完了）

順調に進んでいます。（５地区を選
定し６月上旬に内示。該当地方事務所
において４件交付決定済み。）

各地方事務所を通じてＳＦＣに対
して事業計画書の作成を依頼し、
計画案の内容を審査中。

順調に進んでいます。（３件の契
約確保：10月までの契約。年間目標８
件）（銀座NAGANOで講座開催：７月）

3-⑤ 木育推進事業

3-④
地球温暖化防止木材利用普及啓
発事業

順調に進んでいます。
各ｲﾍﾞﾝﾄでのﾘｰﾌﾚｯﾄの配布による普及啓
発、各地域での広報を展開中。

順調に進んでいます。
(8月末時点では5地域のみの開催だが、上半期で県民
会議及び半数の地域会議で会議を１回開催見込み。)

県民会議・地域会議開催費

35%

順調に進んでいます。（普及活動
実施中、CO2固定量は目標値1000t-
COに対し約450ｔ－CO認定予定）

19%

35%

15%

順調に進んでいます。（事業主
体の約８割に対し、事業計画が
適である旨、通知済み）

2-② 40%信州の木活用モデル地域支援
事業

順調に進んでいます。（７月に審査
委員会を１回開催しました。10月には
第２回審査委員会を予定していま
す。）

20%

2-③ 10%
信州フォレストコンダクター
活動支援事業

広報・普及啓発費

3-③

3-①-2

3-① みんなで支える森林づくり推進
事業

26%3-①-1

順調に進んでいます。（地方事
務所から市町村への交付決定を経
て、現在市町村で事業実施中。）

20%水源林公有林化支援事業

みんなで支える里山整備事業
【搬出支援】

1-④

2-① 19%
順調に進んでいます。（第２回申請分
（６月30日期限）までは内報済み。第
３回申請分（８月20日期限）は内報準
備中。）

【1-③ 森林づくり推進支援金のうち】



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

※　予算額には平成27年度からの繰越額38,783千円を含まない。

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（間伐実施見込みベース）

３　地方事務所別実施状況

※　内報済み額及び補助金額の一部に、平成27年度からの繰越分を含む。

補 助 金 交 付 申 請 ス ケ ジ ュ ー ル 補助金確定額
（確定見込含む）

1-①　みんなで支える里山整備事業（間伐支援）

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 面 積 補 助 率 予 算 額

佐　久 41 9,100 41 9,100

区　分

９／１０
　以内

内報済み額（８月末） ８月末までの完了分
備 考

面　積　（ｈａ） 補助金額（千円） 面　積　（ｈａ） 補助金額（千円）

198,379千円 27　％　

675,480 千円
[363,750 千円]

８月末進捗率

　集落周辺の森林及び水源を保全
するための森林等で、市町村が必
要と認める森林において行う間伐

　市町村、森林組合、
　ＮＰＯ法人、森林所有
　者の団体　等

　　　2,500 ｈａ

113 30,010

207 63,570

13 3,558

上　小 99 29,324 99 29,324

諏　訪

松　本 38 14,391

下伊那 207 63,570

13 3,558

上伊那 113 30,010

38 14,391

木　曽 21 6,743 21 6,743

北安曇 － － － －

長　野 145 41,684 145 41,684

計 677 198,379 677 198,379 現地での間伐完了分

北　信 － － － －

第
１
回
申
請

第
２
回
申
請

第
３
回
申
請

第
４
回
申
請

第
５
回
申
請

これまで整備が進めにくかった集落周辺の里山等の機能回復を重点的に進めるため、長野県森

林づくり県民税による財源を活用し、地域をあげて間伐を面的に推進する。

第
１
回
申
請

第
２
回
申
請

第
３
回
申
請

第
４
回
申
請

第
５
回
申
請

これまで整備が進めにくかった集落周辺の里山等の機能回復を重点的に進めるため、長野県森

林づくり県民税による財源を活用し、地域をあげて間伐を面的に推進する。

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内示 (内示) (内示) (内示)

３　地方事務所別実施状況

207.4 3,111.0

長　　野 1 1 20.0 10.0 150.0

計 21 27 408.0 428.4 6,426.0

北　　信

65.0 65.0 0.0975.0 0.0

122.0下 伊 那 6 9 137.0

木　　曽 5 5

137.0 2,055.0 1,830.0

0.0 0.0

松　　本 1 1 10.0 0.010.0 150.0 0.0

北 安 曇

1,665.0 0.0 0.0

上 伊 那 3 3 55.0 85.4 1,281.0 85.4 1,281.0

諏　　訪 4 7 111.0 111.0

(ha)

４２８．４ ha　 23%

0.0 0.0

上　　小

(ha) (千円)

1-②　地域で進める里山集約化事業

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 面 積 交付金額 予 算 額

佐　　久 1 1 10.0 10.0 150.0

区 分

要 望 内 示 計 画 承 認 済

備 考
市町村数

(千円)

団 地 数 交 付 金 額 面 積 交 付 金 額

(ha)

　里山整備計画の樹立と森林所有
者から森林整備の同意を得る活動
に対して助成

　自治会（区、集落等）
　森林整備委員会、
　森林組合　等

４５０ｈａ
15,000

～30,000円
　　円／ｈａ

７，２００千円

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
内示済面積 8月末進捗率

集 約 化
面 積

面 積

小規模個人有林が多く、荒廃が進んでいる里山の森林整備を進めるため、区や集落などの地域が主

体となり、里山整備計画の樹立や森林所有者の同意を得る活動を支援する。

交付申請

集約化活動

＊１ha当たりの施業同意人数

5人未満：15,000円/ha

5人以上10人未満：24,000円/ha

１０人以上：30,000円/ ha

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

配分

３　地方事務所別実施状況

　　 10／10以内
（ハード事業は
　　　 ２／３以内）

みんなの
暮らしを守る
森林づくり

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

130,000千円

交付決定額
【予算配分額】

８月末進捗率

基本配分

　地域の実情、固有の課題や住民からのニーズに対応した
森林づくり関連施策で、「長野県森林づくり指針」に掲げる施
策の趣旨に即した次の３つの柱の事業
　(1)「みんなの暮らしを守る森林づくり」に関する事業
　(2)「木を活かした力強い産業づくり」に関する事業
  (3)「森林を支える豊かな地域づくり」に関する事業

1-③　森林づくり推進支援金

事 業 内 容 事業主体 交付率 予 算 額

市 町 村

0 0

　　※予算額の一部は、「水源林公有林化支援事業」に活用

15%

①市町村独自の森
林整備嵩上げ補

助、②森林病害虫
対策、③景観形成
に資する森林整

備、④水源林取得
経費支援等

①公共施設、学校
等への木製品、木

製遊具等の導
入、、②木質ﾊﾞｲｵﾏ

ｽの利活用の取
組、③搬出間伐を
推進する取組等

重点配分
区　分

計

8,970

78,415千円
【129,421千円】

備考

木を活かし
た力強い
産業づくり

項 目 別 事 業 交 付 決 定 状 況 （千円）

①広域的な効果が
見込める環境教

育、②森林づくり活
動等への支援、③
野生鳥獣被害対策

等

計

森林を支え
る豊かな
地域づくり

佐　久 016,855 0

19,410

12,825

4,093

2,326

予　算　配　分　額　　　（千円）

7,885

8,709

8,473

00

9,5279,883

129,421

上　小 4,388

5,301

6,438

9,493

諏　訪

19,41012,387

上伊那 6,387

下伊那

3,408 0580

13,881

00

12,1921,393

5800

2,930

8,710

4,050

計 65,000

長　野

松　本

64,421

0

6,130

17,545

19,192

6,1642,020

10,518 7,027

4,144北　信

9,128

2,516北安曇 3,614

4,9583,752

10,064

木　曽

18,92313,411

1,179

17,545

19,051

5,252

2,288

1,617

1,313

8,801

2,456

47,421 11,943

0

78,415

00

2,605

6,456

595 4,513

1,462

地域における住民の意向や実情等、地域固有の森林づくり等の課題に精通している市町村との連携に

より、きめ細かな森林づくり活動の取組を支援するため、市町村が独自性と創意工夫により事業展開する

ための経費に対して支援する。

選定

事業実施事前着手

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地方事務所別実施状況

区　分 市町村名

要　　　　　　望 実施状況（実施予定）

面積
（ha）

事業費
（千円）

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

朝
日
村

事
業
実
施

要
望
調
査

補助金額
（千円）

面積
（ha）

事業費
（千円）

補助金額
（千円）

予算額

市 町 村 １／３以内 ５７９千円

事業主体 交 付 率

佐　久

上　小

諏　訪

上伊那

木　曽

( 1,736 )朝日村 0.6 1,736 578

下伊那

( 0.6 )

( 1,736 ) ( 578 )

1-④　水源林公有林化支援事業
（森林づくり推進支援金）

事 業 内 容

　市町村が水源林を公有林化するために取得する森林の土地
代及び立木代等に対して補助する。

8月末
進捗率

20%

計 1村

( 578 )

北安曇

松　本

長　野

北　信

0.6 1,736 578 ( 0.6 )

市町村が森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る上で、やむを得ず土地等（土地及び立木又

は立木のみ）の取得が必要となった場合に支援し、水源林の保全を図る。

8月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

（現地での搬出完了（見込み）ベース）

３　地方事務所別実施状況

補 助 金 交 付 申 請 ス ケ ジ ュ ー ル
補助金確定額

2-①　みんなで支える里山整備事業（搬出支援）

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 材 積 補 助 率 予 算 額

佐　久 0 0.0 0 0

区　分

定額
[3,500 円/ｍ3]

配当済み額（８月末） 完了済み（８月末）
備 考

搬出材積　（ｍ3） 補助金額（千円） 搬出材積　（ｍ3） 補助金額（千円）

2,723千円 19%

14,700 千円

８月末進捗率

　この事業で伐採した間伐材
を山土場まで搬出集積する作
業で、県内での加工又は消費
が確実なもの

　市町村、森林組合、
　ＮＰＯ法人、森林所有
　者の団体　等

4,200 ｍ3

484 1,694

285 998

0 0

上　小 0 0.0 0 0

諏　訪

松　本 0 0.0

下伊那 285 997.5

0 0.0

上伊那 484 1,694.0

0 0

木　曽 9 31.5 9 32

北安曇 0 0.0 0 0

長　野 0 0.0 0 0

計 778 2,723.0 778.0 2,723.0 現地での搬出完了分

北　信 0 0.0 0 0

第
１
回
申
請

第
２
回
申
請

第
３
回
申
請

第
４
回
申
請

第
５
回
申
請

これまで切り捨てられていた間伐材の利活用を進めるため、みんなで支える里山整備事業で保

育間伐を実施した森林から間伐材を搬出する取組みを支援する。

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地方事務所別事業採択状況 

件数 件数 件数 件数

- - - -

- - - -

- - - -

- 1 - 1

- - - -

- - 2 2

- - - -

- - 1 1

- - 1 1

- - - -

- 1 4 5

長　野 - -

計 - 2,500

北　信 - -

-

-

-

-

-

5,000

-

5,000

-

-

10,000

-

2,500

2,500

12,500

2,500

2,500 2,500

-

８月末
進捗率

合　　計

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

道の駅等販売モデル

-

要 望 費（千円）

2-②　信州の木活用モデル地域支援事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体

--佐　久

要 望 額（千円）要 望 額（千円）

40%

12,500

予 算 額 （ 千 円 ）

-

補助率

-

区　分

北安曇 - -

-

松　本 - -

木　曽 -

10/10以内

対象事業の公募

事 業 区 分

- 2,500

上　小 - -

-

 「住民自主参加型」
地域分散型木質バイオ
マス等利用促進モデル

・需要者と供給者が一体となった組
織の活動
・薪ステーション等の設置
・薪割機等の導入
・薪材の売買に係る地域通貨活用
システムの構築 等

「都市部活用型」
・木の香り漂う街並みづ
くりモデル
・県産材・道の駅等販
売促進モデル

・川上から川下までが一体となった
組織の運営
・木製ベンチや格子等の設置
・案内板や道路標識等の木質化
・ＤＩＹキットや木育用・生活用品等木
工品の製作、販売施設の木質化 等

市町村、公共的
団体、林業関係
団体、ＮＰＯ法
人等

対象事業の審査・決定

事業の実施

下伊那 -

街並みづくりモデル

上伊那

諏　訪

要 望 額（千円）

-

-

木質バイオマスモデル

地域が主体となり、里山の森林資源を木質バイオマス利用や商店街等の木質化、道の駅等での販

売などに活用する先進的なモデル地区を支援することにより、身近な森林資源を地域の活性化やエ

ネルギーの自立につなげ、森林資源の持続的活用を図る。

８月末進捗状況



 

一部新 信州フォレストコンダクター活動支援事業 
（旧 信州フォレストコンダクター育成事業） 

信州の木活用課 
  
１ 趣   旨   

「信州フォレストコンダクター」（以下、「ＳＦＣ」という。）が、各地域の林業・木材産業を、経

営感覚を持ちながら総合的な視野で指揮していくために、県と連携して行う活動基盤づくりの取組

を支援する。 
         

２ 現状と課題  

○ 平成25年度から27年度に実施した「信州フォレストコンダクター育成事業」で育成された30名

のＳＦＣが、各地域で木材の需要拡大や利活用推進の取組を始めている。 
 

○ 一方で、森林組合や林業事業体の一職員という立場であるＳＦＣが、地域の林業・木材産業関

係者と連携して円滑に活動するためには、当面の間は公的な立場である県が密接に連携してＳＦ

Ｃと地域の関係者の仲立ちを行い、その活動の基盤づくりを支援することが必要。 
 

３ 事 業 主 体 県 
 

４ 予算要求額 1,158千円（基金繰入金1,158千円） 
 
５ 事 業 内 容 

事業区分 事業内容 
H28予算要求額 
(千円) 

H27予算額 
(千円) 

ＳＦＣ 

地域活動 

支援 

ＳＦＣと県の林業普及指導員等が連携して行う、ＳＦＣの活動基

盤づくりの取組を支援する。 

(例)▸地域の関係者に対する研修会等の実施 

▸ＳＦＣの活動地域が参考にすべき先進地の視察 等 

947 ― 

ＳＦＣ 

連携会議 

の開催 

県下の全ＳＦＣと、県の林業普及指導員等が一堂に会し、各地域

における活動状況の報告や、ＳＦＣの連携等について情報共有や

意見交換を行う連携会議を開催する。 

211 331 

個別研修 

集合研修 

各林業事業体に県が委託して行う個別研修及び県が実施する集

合研修によりＳＦＣを育成する。 
― 4,250 

計  1,158 4,581 

  ※主な増減理由 

   ○ＳＦＣ育成個別研修・集合研修のメニュー廃止による減 

   ○ＳＦＣ地域活動支援のメニュー新設による増 

   ○ＳＦＣ連携会議開催費用の見直しに伴う減 
    

６ 事 業 目 標  

○ 育成された全てのＳＦＣが、県と連携した活動基盤づくりの取組を実施し、各地域の素材生産

量・出荷量の増大を図ることで、県全体の素材生産量の目標達成に資する。 

  ※数値目標：活動基盤づくりの取組の実施回数…10回／年（各地域で1回／年） 
 

○ 当該事業による支援終了後は、各地域のＳＦＣが連携しつつ、地域の林業・木材産業関係者を

とりまとめ、県に頼らず自発的な活動を行う。 



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

○

３　現在の実施状況

（参考）ＳＦＣの登録状況

※30名のうち、森林組合職員20名

　民間の林業事業体職員9名

　県域団体(長野県森林組合連合会)1名

2-③　信州フォレストコンダクター活動支援事業

事業主体

県

予算額
(千円)

947

211

　　（旧　信州フォレストコンダクター育成事業）

「信州フォレストコンダクター」（以下、「ＳＦＣ」という。）が、各地域の林業・木材産業を経営感覚
を持ちながら総合的な視野で指揮し、関係者と連携して円滑に活動を展開していくために、県
が密接に連携しながら行う活動基盤づくりの取組を支援する。

ＳＦＣ
地域活動支援

ＳＦＣ
連携会議開催

事業区分 事業内容

ＳＦＣと県の林業普及指導員等が連携して行う、ＳＦＣの活動
基盤づくりの取組を支援する。
(例)▸地域の林業・木材関係者に対する研修会等の実施
　　 ▸SFCの活動地域が参考にすべき先進地の視察　等

県下の全ＳＦＣと県担当者が一堂に会し、各地域における活
動状況の報告や、ＳＦＣの連携等について情報共有や意見
交換を行う連携会議を開催する。

連 携 会 議

1,158計

活 動 支 援

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

10%

○6月中旬： 地方事務所に対し、ＳＦＣと調整して事業計画を作成するよう依頼

上伊那

下伊那

木曽

人数

4名

2名

2名

3名

提出された事業計画書の内容を審査中

地方事務所 人数

松本

○8月下旬：

2名

4名

地方事務所

佐久

上小

諏訪

県域 1名

合計 30名

3名

北安曇 2名

長野 4名

北信 3名

８月末進捗状況

事業計画

作成・審査
事業実施 実績

報告



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

3-①-1　広報・普及啓発費

事 業 内 容 事業主体 予 算 額

4,679千円　
　・ラジオ番組、スポットＣＭ等による普及啓発

　・森林税の見える化！の実施

　・森林づくりレポートや各種広報活用による普及啓発

県

事業区分

ホームページの更新 10％

　・普及啓発イベント及びシンポジウムの開催

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
８月末進捗率

森林づくりレポート等
普及啓発 10％

リーフレットを作成し、全国植樹祭や第１回「山の日」記
念全国大会等で配布し、県内外へ森林税のＰＲを行
う。

　森林税の仕組みや使い道等を県
民に普及啓発する地域ごとの取組

シンポジウム等 50％

26％

100％リーフレット

0％

計

森林税の見える化！

ラジオ番組、ｽﾎﾟｯﾄＣ
Ｍ等 0％

県民等に対し、長野県森林づくり県民税の仕組みや事業内容について周知を図

るとともに、森林づくりに対する意識の醸成を図る。

【森林づくりレポート】【リーフレット】 森林税の見える化！

ラジオ番組とＣＭを組

み合わせて普及啓発

８月末進捗状況

ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成

各種イベントでのパネル

等展示による普及啓発

 

 

 

ｖｆ

 

みんなで支える ふるさとの森林づくり 

～長野県森林づくり県民税活用事業実績報告～ 

長野県 林務部 



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

● ● ●

３　設置及び開催状況

（人）

3 2 1 1 1 2 2 1 13 3 0 3 9月

1 1 2 1 1 1 7 3 0 3 9月

1 1 1 1 1 1 1 1 8 2 0 2 10月

1 1 1 1 3 7 2 1 1 3月

1 1 1 1 1 2 1 2 10 3 1 2 10月

1 1 1 1 1 3 8 2 1 1 3月

1 1 3 1 1 7 2 1 1 2月

1 1 1 1 2 1 1 8 3 0 3 10月

1 1 1 1 1 1 1 7 2 0 2 11月

1 1 1 2 1 1 2 9 2 0 2 11月

1 2 1 1 2 7 2 1 1 2月

5 12 7 8 15 13 3 6 13 9 91 26 5 21

佐　久

南信州

木　曽

北　信

上伊那

諏　訪

大　北

上　小

松　本

長　野

0％

8月末進捗率

県 民 会 議

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

県 民 会 議

林
業
関
係
団
体
等

区　分

計

地 域 会 議

事業区分

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

Ｎ
Ｐ
Ｏ

21％

開催状況　（回）

　
公
募

　
開
催
計
画
数

3-①-2　県民会議・地域会議開催費

事 業 内 容 事業主体 予 算 額

県 ４，３３８千円　
　・みんなで支える森林づくり地域会議の開催（１０地方事務所単位）

　・みんなで支える森林づくり県民会議の開催

計

地

域

会

議

※ 大北地域については、現在委員の選定中であることから、委員構成については見込みを記載。

19％

　
残
計
画

　
消
費
者
団
体
等

　
経
済
団
体
等

　
市
町
村

　
木
材
利
用
等

　
設
計
士

　
学
識
経
験

次
回
開
催
予
定

　
実
施
済
回
数

　
　
計

　
そ
の
他

　
森
林
所
有
者

　　委　員　構　成

県民の代表等による第三者機関を設置し、地域ニーズの集約や税活用事業の実

施後の成果の検証等を実施する。

２～３回開催

8月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

●
PR

東京

●
PR

銀座
名古屋

●
PR

東京

●
PR

銀座

●
ﾌｫｰ
ﾗﾑ

●
PR

東京

３　森林の里親契約実績 （平成28年８月末現在）

計 125 98者 51市町村

小計 122 95者 50市町村 427,533 3,313

２７年度 10 カゴメ(株)ほか９者 富士見町ほか５地域 31,282 222

２８年度
予定

3 未定 未定

大同特殊鋼(株)

長野朝日放送(株)

損害保険ジャパン日本興亜(株)

南木曽町

青木村

長野市（予定）

２６年度 16 アルプス中央信用金庫ほか１５者 駒ケ根市ほか９地域 62,588 225

２５年度 9 日信工業㈱ほか８者 松川村ほか８地域 49,264 326

２４年度 12 ㈱損害保険ジャパンほか11者 筑北村ほか11地域 54,873 371

２３年度 13 KDDI(㈱ほか12者 長野市ほか12地域 56,142 506

２２年度 11 相互印刷工芸㈱ほか９者  池田町ほか１０地域 40,227 392

２１年度 13 長野滋賀県人会ほか１０者  岡谷市ほか１０地域 51,966 427

２０年度 12 長野朝日放送㈱ほか１１者  佐久市ほか１１地域 23,440 336

１９年度 6  ㈱バンダイほか５者  山ノ内町ほか４地域 16,100 190

１８年度 5  タカシマヤほか４者  茅野市ほか４地域 13,150 94

１５年度 1  ダイドードリンコ㈱  朝日村 500 20

１７年度 5  サントリー㈱ほか４者  塩尻市ほか４地域 18,000 105

１６年度 9  イオン環境財団ほか７者  上田市ほか７地域 10,000 99

3-②　森林(もり)の里親促進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額

年 度
年　間
契約数

契 約 者 支 援 金 額 森林整備面積

企 業 等 地 域 （千円／年） （ha／年）

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

　里親講座・フォーラム
等の開催

　個別訪問等

普 及 啓 発 活 動

　企業等への個別訪問及びPR活動・パンフレットの作
成

県
８０１千円

　フォーラム・銀座ＮＡＧＡＮＯを利用した里親講座の開
催

４３９千円

計 １，２４０千円

社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢献活

動を誘導し、森林整備の活用と交流を通じた地域活性化を促進する。

15％

社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢献活

動を誘導し、森林整備の活用と交流を通じた地域活性化を促進する。

８月末進捗状況



（平成28年８月末現在）

取組状況写真

H28雨氷害跡地の整備 社員約60名参加

【積水樹脂プラメタル(株)と辰野町】（平成28年４月実施）

【内容】3日間の森林奉仕合宿（2年生320名）により、全国植樹祭の準備作業（整地・植栽目

印地他）及び信州大学生との意見交換会（森林を守るには？木材を利用するには？）などを

実施

【都立北園高校】

確かな学力とタフな人間力の育成をめざし、独自の「信州北園プロジェクト」を2011年から実施。

「総合的な学習の時間」の中で環境教育を推進。 昨年度は過去最高の進学実績となる。進学校。

高校生による森林整備及び森林学習等

【都立北園高校と西春近自治協議会】（平成28年５月実施）



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

第1回 第2回 第3回

３　現在の実施状況

昨年度改正したCO2吸収量認証制度を企業等に広報

3-③　地球温暖化防止吸収源対策推進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額

認 証 申 請

20％

森林ＣＯ２吸収量の
評価・認証

森林(もり)の里親企業等の支援により実施した間伐等
の森林整備によるＣＯ２の評価・認証を行う

県 ４３４千円

事 業 区 分

評 価 ・ 認 証

審 査 委 員 会

平成28年8月以降

制度改正の周知等

平成28年度 第１回の審査委員会を長野市で開催し、改正したCO2吸収量認証
制度について、企業等へのPR方法、地事担当者との連携強化を検討。

CO2認証制度を企業等にPRし、認証評価の営業を実施。

平成28年4～7月

平成28年7月21日

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
８月末
進捗率

平成28年10月 平成28年度第２回の審査委員会（現地調査等）を9～10月に申請の地事管内で
実施予定。

森林(もり)の里親促進事業により整備された森林のＣＯ２吸収量を長野県が評価することによ

り、企業等による森林整備を促進する。

申請期間申請期間

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

○ ○ ○

３　現在の実施状況

（１）　申請書受付、審査委員会の開催

（２）　制度周知及び木製品の販売促進

審 査 及 び 認 証
　○固定量認証制度審査委員会の開催
 　・申請書の審査、制度運営等の検討

県

552

木 製 品 の 販 売 促 進
　○制度のＰＲ及び県産木製品の販売促進活
動

普 及 啓 発
　シンポジウムの開催
　カーボンオフセットシステムの普及啓発

500,000

計 552

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

3-④　地球温暖化防止木材利用普及啓発事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予算額（千円）

８月末
進捗率

審 査 委 員 会 （ 3回 ）
３５%

工務店、企業等訪問

○　８月3日　第１回審査委員会を開催。
○　一般住宅１件、公共建築物３件を認定。
○　12月　第２回審査委員会を開催予定。

○　制度周知用パンフレット配布（工務店、金融機関、各種会議で説明）
○　平成28年度　信州健康エコ住宅助成金との連携

県産材を使用した住宅や事業所の木質化、木製品等の二酸化炭素固定量を認証する認証証

書を県が発行することで、県産材を利用した「環境貢献度」を見える化し、県産材を利用す

ることが地球温暖化防止と地域の健全な森林づくりの推進となることをＰＲする。

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地方事務所別実施状況（木育地域活動支援分）

件数 件数 件数

0 10 0

3 - 4

4 2

7 1

3-⑤　木育推進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 補助率 予 算 額 （ 千 円 ）

9,025

 木育推進員の派遣
各地域での木育活動への指導員の
派遣

県
（地方事務所）

県木材青壮年
団体連合会

１／２以内 700

－ 450

 木育県域活動支援
木工教室や県内小中学生を対象と
した木工工作コンクールの支援

 木育地域活動支援 各地域での木育活動の支援
市町村、

ＮＰＯ法人　等
10／10以内

 その他 原材料等の購入 県 －

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

61

計

８月末
進捗率

10,236

地事名
計画承認

地事名
計画承認

地事名
計画承認

補助金額（千円） 補助金額（千円）

 木育県域活動支援

35%
 木育地域活動支援

 木育推進員の派遣

 その他

補助金額（千円）

諏　訪 606 松　本 500
計 7,173

1,621

佐　久 0 下伊那 1,761 長　野 0

31

上　小 900 木　曽 - 北　信

上伊那 1,285 北安曇 500

里山等の身近な森林や森林資源を活用し、子どもから大人まで参加できる学習機会としての木育

活動を推進し、森林づくりや県産材利用の意識の高揚等を図る。

８月末進捗状況



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画
書提
出・
承認

計画
書提
出
承認

完了

３　現在の実施状況

3-⑥　里山活用推進リーダー育成事業

事 業 の 種 類 活 動 の 内 容 事業主体 交付率 予 算 額

○　６月上旬に事業計画書提出（３事業）
　　　上小林業士会（上小）、松本林業士会（松本）、高水林業協議会（北信）

○　６月下旬　計画書の承認（上記３事業）

○　８月下旬時点　上記のうち２事業について交付決定済み

〇　10月上旬までに事業計画書提出（未提出事務所）

〇　10月下旬　計画書の承認予定（７事業）

地域のグラント゛デザインの
提 案

地域協議会の組織化、グラン
ト゛デザインの提案・作成に関
する活動

林業研究グ
ループ、林
業士、及び
特定非営
利活動法

人等

　　 10／10以内
（1箇所30万円を
上限）

３，０００千円里山整備及び資源の活用

里山の健全化に向けた森林整
備等にかかる指導及び山菜等
の栽培や薪などの生産に関す
る指導

地 域 リ ー ダ ー の 育 成
地域の課題に対する講習会、
先進地への視察等に関する活
動

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

事業の実施 １０％

地域の里山には、多様な資源が多いが、知識や技術、資金の面での不足からその活用が十分に図ら

れていな

林業技術を有する林業研究グループ、林業士、及び特定非営利活動法人等が、地域に働きかけ、技

術指導や安全教育を実施する中で地域リーダーを育成し、里山資源の利活用の推進と継続的に活動で

きる地域づくりを推進する。

事業実施

８月末進捗状況


